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１．問題の所在と目的

　2007年（平成19年）に学校教育法が改定され，我
が国の「特殊教育」は「特別支援教育」へと転換し，
特別支援教育コーディネーターは，特別支援教育推進
のキーパーソンとして，法定化されることになった。
これを受けて，2007年以降，特別支援教育コーディ
ネーターは主に「センター的機能」を担う特別支援学
校の“地域支援型コーディネーター”と通常学校の特
別支援教育の推進を主な仕事とする“幼・小・中・高
等学校の特別支援教育コーディネーター”をその主た
る態様としつつ校務分掌としての指名促進がなされ，
2017年（平成29年）9月には，公立の幼・小・中・
高等学校における特別支援教育コーディネーターの指
名率はほぼ100％に達している。
　以下の 3点は小・中学校の特別支援教育コーディ
ネーターに求められる「専門性」として，2010年の
特別支援教育の推進に関する調査研究協力者会議審議
経過報告で整理されたものである。

① 特別支援教育全般に関する基礎的知識（制度的・
社会的背景・動向等）

② 障害種ごとの専門性として，担当する障害のある
子どもの心理（発達を含む）や障害の生理・病理
に関する一般的な知識・理解や教育課程，指導法
に関する知識・理解及び実践的指導力

③ 小・中学校の特別支援教育コーディネーターにつ
いて，勤務する学校の特別支援教育を総合的に
コーディネートするために必要な知識や技能

　同報告では，幼・小・中・高等学校等における特別
支援教育コーディネーターについては，「校内や地域
の関係者，関係機関と効果的に連携する力が求められ
るが，それだけでなく，学校全体の教員の資質能力の
向上に指導的な役割を果たすことも期待されることか
ら，その専門性を高めるための方策について今後検討
していく必要があると述べられている。しかし現段階
では，具体的な専門性が何かということについては示
されておらず，各自治体で実施されている研修が専門
性向上に貢献しているかについても課題となっている。
またコーディネーターの力量を認識するための手立て
に関する研究は行われておらず，コーディネーターは
実務の中で自分に不足している力量を感覚的に捉えて
いるのが現状である。
　この現状に鑑み，家塚・加瀬（2019）は，これまで
に具体的に示されてこなかったコーディネーターの専
門性がどのような要素で構成されているのかというこ
とについて先行研究のレビューを行った。この先行研
究のレビューによると特別支援教育コーディネーター
の専門性は，3つの階層で構成されている（同論文，
p.192，図1）。また，コーディネーターの専門性は実
務経験を通して専門性を獲得していることも明らかに
なっており（家塚・加瀬，2018），これまでに，校内
支援体制を構築してきたコーディネーターへのインタ
ビュー調査を通して特別支援教育コーディネーターの
専門性を明らかにしてきた。
　これらの明らかとされてきた専門性については，そ
れぞれの階層内で身につける順序があることも示唆さ
れているが，明らかとされた専門性がどの専門性と関
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連しているのか，専門性はどのような順序で身につけ
られるのか，またコーディネーターが実務を行う際に
どの専門性が必要とされたり身につけられたりされて
いるのか，については検討が必要である。このような
専門性とコーディネーターの実務の関係性を明らかに
するためにはまず，小学校の特別支援教育コーディ
ネーターが校内支援体制を構築する際にどのようなプ
ロセスを経て校内支援体制を構築しているのかという
特別支援教育コーディネーターの校内支援体制構築プ
ロセスについて明らかにする必要があることが考えら
れた。そこで，本稿では，特別支援教育コーディネー
ターが校内支援体制を構築する過程でどのような実務
を経験してきたかについてインタビュー調査を行った
データについてM‒GTAの手法を用いて分析し，コー
ディネーターの校内支援体制構築プロセスについて明
らかにした上で，そのプロセスの中でどの専門性を発
揮したり必要とされたりしたのかについて検討し，特
別支援教育コーディネーターの専門性の構造を明らか
にすることを目的とした。

２．研究の手続き

２．１　対象者
　インタビュー調査の依頼協力が得られた研究協力者
は以下の 3人である。今回のインタビュー調査では，方
法論的限定として，コーディネーターとして校内支援
体制を構築するために活動を行ってきたコーディネー
ターを対象とすることとした。また，コーディネーター
として指名されてからどのように校内支援体制を構築
するかについては，教師としての経験年数や，コーディ
ネーターとしての経験年数，さらにはそのコーディ
ネーターがそれぞれどのようなバックグラウンドを
持っているかなど，様々な要因が影響することが考え
られたため，本調査ではコーディネーター歴に焦点を
当て調査対象者を選定することとした。コーディネー
ター経験年数の違いが実務経験や専門性の獲得に表出
すると仮定し，実務経験の 1～ 4年の初任コーディ
ネーター，5年～10年の中堅コーディネーター，10年
以上のベテランコーディネーターを調査対象者として
選定したところ，X市においてA～Cコーディネー
ターの 3名のコーディネーターの協力を得ることがで
きた。X市において小学校で特別支援教育コーディ
ネーター制度ができる以前から校内支援体制の構築に
尽力し，制度後もコーディネーターの仕事を行ってい
たコーディネーター歴10年以上の対象者A，コーディ
ネーター経験 3年目の対象者B，8年の対象者Cの 3

名だった。なお，対象者Dについては自らのコーディ
ネーター経験を振り返り専門性の抽出を行った。

表1　研究対象者について

対象者 コーディネーター歴 特別支援学級担任経験

A 10年以上 あり

B 3 年目 なし

C 8 年 あり

D 5 年 あり

　研究協力者であるこれら 3人のコーディネーターと
研究者自身を本研究における「特別支援教育コーディ
ネーター」と定義し，以降これに従い記述する。（コー
ディネーターと表記）

２．２　調査方法
　データ収集に関しては，研究協力者 3人について，
半構造化面接法による個別インタビューにより行った。
面接の場所については，研究協力者の希望に従い，全
員について本人の勤務先の教室を使用した。事前に研
究承諾書と共にインタビュー項目を記載したものを手
渡し，口頭でもインタビュー項目について説明した。
インタビューはこれに記載された内容から始めたが，
この内容にこだわらずに実務経験について自由に語れ
るように配慮した。1人当たりの面接時間は60分か
ら90分程度であった。対象者Aについては 3日間に
分けて行った。発話については本人の許可の上，IC

レコーダーにより録音し，発話の全てについて逐語記
録を作成した。データ収集時期は2018年 5 月から同
年 6月であった。

２．３　調査内容
　対象者Aについては，コーディネーター制度が始ま
る前からコーディネーター的役割を担っていたことも
あり，教員に着任して 1年目からの履歴を振り返り，
所属していた学校ごとに①児童数②担当学年③校務分
掌④コーディネーターとして何をしてきたのか⑤職員
室の雰囲気⑥管理職の雰囲気⑦校内支援体制の様子
⑧コーディネーターとして成長したと思う主な出来事
⑨コーディネーターとして成長するために自分が行っ
ていたこと⑩支えてくれた人や成長させてくれた人
⑪自分の暮らしや想いの11項目について語っても
らった。
　対象者Bと対象者Cについては，特別支援教育コー
ディネーターに指名されてからの履歴を振り返り，同
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様に10項目について語ってもらった。対象者Dにつ
いては自分自身のコーディネーター生活を振り返り
10項目について記述し，客観性を持たせるために記
述した内容を再度説明する行程をふんだ。なお質問項
目については事前調査を経て検討し決定した。

２．４　研究倫理的配慮
　研究協力者全員に口頭及び文書にて研究目的，研究
方法，研究協力者として選定された理由，研究協力と
撤回の自由等の倫理面に関する説明を行い，文書にて
同意を得た。結果は全て匿名とするなど，データの出
所の特定を避けるための配慮を行った。

２．５　分析方法
　まず，特別支援教育コーディネーターが校内支援体
制を構築する過程でどのような実務を経験してきたか
についてA～Dのインタビューをもとに，文字に起こ
されたデータをM‒GTAの手法を用い分析した。分析
の視点は以下の通りである。

① 特別支援教育コーディネーターはどのような実務
からどのような経験をしたのか。

② 特別支援教育コーディネーターは校内支援体制を
確立するためにどのような活動や経験をしたのか。

③ 4 名の特別支援教育コーディネーターが校内支援
体制を確立するために行った活動や経験の共通性
は何か。

　次に，A～Dコーディネーターのストーリーライン
からどの専門性がどの段階で必要とされたり発揮され
たりしていたのかについて抽出し，A～Dコーディ
ネーターの特別支援教育についての知識の有無や，特
別支援学級の担任経験の有無の観点から，専門性の獲
得や発揮にどのような違いが見られるのか，または校
内支援体制の構築についてどのような違いが見られる
のかについて検討を行った。検討した手順は以下の通
りである。
① A～Dコーディネーターが校内支援体制を構築す

る上でどのような専門性がどの場面で発揮された
り必要とされたりしたのかについてストーリーラ
インから抽出し記述する。

② ①より明らかになったA～Dコーディネーターの
校内支援体制構築プロセスのそれぞれの段階にお
いて，どの専門性を発揮したり必要としたりして
いたのかについて一覧にまとめた。

③ 「困惑期」，「活動期」，「意欲的実践期」，「振り返

り」，「影響」において，A～Dに共通して発揮さ
れたり，必要とされたりした専門性があるのかに
ついて検討を行った。

④ A～Dの特別支援教育についての知識の有無や，
特別支援学級の担任経験の有無の観点から，専門
性の獲得や発揮にどのような違いが見られるのか，
または校内支援体制の構築についてどのような違
いが見られるのかについて検討を行った。

２．５．１　M‒GTAの分析方法
　木下（2015）はM‒GTAに基づくデータ分析の手順
について次のように述べている。
① 分析テーマと【研究する人間】の視点に照らして，

データの関係がありそうな個所に着目し，それを
一つの具体例（ヴァリエーション）とし，かつ，
他の類似具体例をも説明できると考えられる，説
明概念を生成する。

② 概念を創る際に，分析ワークシートを作成し，概
念名，定義，具体例，理論的メモなどを記入する。

③ データ分析を進める中で，新たな概念を生成し，
分析ワークシートは一概念一ワークシートとする。

④ 同時並行で，他の具体例をデータから探し，ワー
クシートのヴァリエーション欄に追加記入してい
く。具体例が豊富にでてこなければ，その概念は
他の概念と包含させるよう調整するか有効ではな
いと判断する。

⑤ 生成した概念の完成度は類似例の確認だけでなく，
対極例についての比較の観点からデータをみてい
くことにより，解釈が恣意的に偏る危険を防ぐ。
その結果をワークシートの理論的メモ欄に記入し
ていく。

⑥ 次に，生成した概念と他の概念との関係を個々の
概念ごとに検討し，結果図にしていく。分析結果
を生成した概念とカテゴリーだけでその概要を簡
潔に文章化する。

　本稿においても木下が示すこれらの手順で分析を
行った。

３．調査結果

　本調査結果において「概念」は［　］，「カテゴリー」
は【　】で示し，本稿ではこれ以降この用法による記
述を行う。

３．１ 特別支援教育コーディネーターが校内支援体
制を構築する過程
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３．１．１ Aコーディネーター結果図とストーリー
ライン

　Aコーディネーターが校内支援体制を確立するプロ
セスは，【避けることができない】，【子どもを見つめ
る】，【校内での壁】，【教師の使命を感じる】，【意欲的
な実践】，【人との繋がり】【管理職のバックアップ】，
【同僚からのバックアップ】，【学校外の人からのバッ
クアップ】，【打開策の気づき】で構成される。
　まず，Aコーディネーターは，転勤による［環境の
変化］や，年に一度変わる校務分掌や担当のクラスに
よって，［想定外の仕事］を任されたり，［困難事例と
の遭遇］を経験したりするなど，教師をしていて【避
けることができない】出来事がきっかけとなり，この
プロセスが始まる。特に様々な［困難事例との遭遇］
によって，【子どもを見つめる】ようになっていく。
［困難事例と向き合う］までには，【校内での壁】を感
じながら，どうしたらよいのか考えたり，もがいたり
するなど［困難事例に対する想い］を募らせていく。
それでも自分の目の前にいる困難な事例の渦中にいる
児童の様子を知り，なんとかしたいという気持ちにな
り，［困難な状況にある児童を受け入れる］ことで
［困難事例と向き合う］ようになる。これまでは，受

け入れざるをえない【避けることができない】出来事
が，【子どもを見つめる】ことを通して，次第に自分
自身が何をするべきであるかという［役割の気づき］
へと進展し，教師として努力を重ねるようになってい
く。休みの日に自分の時間を大切にしつつも，地域行
事に参加したり，職員室の先輩や地域の人と就業後に
子どもたちの話をしたりすることで，さらに【教師の
使命を感じる】ようになり，再度【子どもを見つめ
る】ようになる。
　【教師の使命を感じる】ようになればなるほど，時
に【校内での壁】に阻まれる。しかし，【同僚】【学校
以外の人】の【人との繋がり】によって【打開策への
気づき】が行われ，自分のクラスの子どもたちのため
だけではなく，子どもたちが楽しく学校で過ごすこと
ができるように［子どものための授業づくりと工夫］
を行い，【意欲的な実践】が行われていく。仕事の実
績を積むことによって，［同僚関係の構築］が進み，
［保護者との関わり］も促進されていく。中でも，【管
理職のバックアップ】は，【人との繋がり】を促進さ
せる重要な役割を担っている。

図1　Aコーディネーター結果図
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３．１．２ Bコーディネーター結果図とストーリー
ライン

　3年目のBコーディネーターが校内支援体制を確立
しようとするプロセスは，【避けることができない】，
【打開策を求めて】，【困難ケース】，【動く】，【意欲的
な実践】，【検討】，【後押し】で構成される。
　ある日［想定外の仕事］であったコーディネーター
に任命され，何をしたら良いかもわからず［困惑］す
る日々を過ごすところからこのプロセスは始まる。
コーディネーターとしてまず何をするべきなのか，何
をしなければならないのかと【打開策を求めて】，［管
理職への相談］や他校のコーディネーターから［情報
収集］を行っている。しかし同時に【困難ケース】は
Bコーディネーターの元に舞い込んでくる。［困難な
保護者］の対応は容易ではなく，どのように対応する
べきかについても【打開策を求めて】他校のコーディ
ネーターに［情報収集］を行ったり，［管理職への相
談］を行ったりしている。そして［困難な保護者］対
応を行う間に［仕事として割り切る］ことの大切さを
知るようになる。
　そして，Bコーディネーターは，コーディネーター
として何をするべきなのかが明らかにならないままに

【動く】ようになる。コーディネーターとして「何か
をしなくては」という［教師としての責任感］が動機
付けとなり，［思案］しながら［手探りの実践］を進
めていく。特別支援教育に対しての知識が豊富な［同
僚への相談］を通して支援体制の案を作り［同僚との
協働］を行っていくようになる。支援を進めて行く中
で解決策が見つからず［八方塞がり］な状態になるこ
ともあるが，［同僚への相談］を通して［手探りの実
践］を再度行っていく。
　そして，【動く】ことで，［気づき］が増え，自身の
実践について［反省と計画］を行うようになる。年度
の始まりには目標を定め，その目標に向かってさらに
【動く】ようになる。また，【動く】うちに［同僚の力
になりたい］という想いと支援が必要である子どもを
クラスで活躍させてあげたいという［子どもへの想
い］が芽生え，それらが動機付けとなって【授業】の
中で［授業づくりと工夫］が行われるようになる。
　［管理職からのバックアップ］と自治体の提供する
［整った研修体制］は手探りながらも【動く】ための
【後押し】となりこの【後押し】は整っていなかった
校内支援体制を整えていくために非常に重要な要素と
なっている。

図2　Bコーディネーター結果図
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３．１．３ Cコーディネーター結果図とストーリー
ライン

　コーディネーター経験が8年のCコーディネーター
が校内支援体制を確立しようとするプロセスは，【動
く】，【校内の人々】，【繋がる】，【自分なりの検討】，
【時代の流れ】で構成される。
　Cコーディネーターは特別支援教育の担任として10
年ほど経験を重ねコーディネーターとして任命された。
コーディネーターとして任命されてからは，コーディ
ネーターの仕事をよく知る先輩の教員や，外部専門機
関の先生たちにどのように仕事をしていけば良いかと
いうアドバイスをもらいながら【動く】ようになる。
［取り出し支援や同僚の相談に応じる］など，［仕事へ
の責任感］を持ち【動く】ことが，［同僚のサポート］
に繋がり，取り出し支援については保護者からの反応
も非常に良く，［保護者との関係］を構築していく。
［取り出し支援や同僚の相談に応じる］中で，外部専
門機関と【繋がる】ことも多く，［専門家の助言］を
得ながら［同僚へのサポート］を行っていく。
　一方で【校内の人々】は校内支援体制を作る上で影
響を与えており，［校内支援体制作りにおける管理職
の介入］があると，Cコーディネーターは［緩やかな
受け止めと対応］を行い校内支援体制に反映させてい

る。その際には，［同僚］との関係も保ちながら活動
する様子が見られる。［校内支援体制づくりにおける
管理職の介入］の背景として管理職に対しての［専門
家からの助言］が多くあり，介入によって実働せざる
を得ない担任との間に入り，［緩やかな受け止めと対
応］を行っている。
　［専門家からの助言］を繰り返し受ける中でCコー
ディネーターは専門家の助言通りに支援を行うことが
本当に正しいことのなのだろうかと［疑問視］するよ
うになる。専門家の方々が提案することを［実現は困
難ではないか？］と考えるようになり，どのような支
援が担任の先生や子どもたちにとって良い支援なのか
といことについて［模索］している。この【自分なり
の検討】は今もなお続いているという。
　加えて，Cコーディネーターはコーディネーター事
業が始まった草創期からコーディネーターを務めてお
り，特別支援教育が理解され，校内支援体制が整って
いった背景には【時代の流れ】が影響していると語っ
ている。［時代の流れによる意識の変化］によって，
校内委員会が開催されるようになったり，周囲の教員
も特別支援教育に対して理解するようになったりした
ようである。

図3　Cコーディネーター結果図
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３．１．４ Dコーディネーター結果図とストーリー
ライン

　Dコーディネーターが校内支援体制を確立しようと
するプロセスは，【避けることができない】，【動き出
す】，【後押し】，【意欲的な実践】，【悲観する】である。
　学期の途中であるにもかかわらず，学校長からコー
ディネーターに任命されるという［想定外の仕事］を
引き受けたところからこのプロセスは始まる。コー
ディネーターの仕事は何であるかということについて
は全く無知であったため，周囲の教師や学校長から
［言われるがまま仕事をこなす］のと同時に，［困難事
例の対処］を行わなければならなくなる。仕事の量が
激増し，［不満を抱く］ことが増えていく。しかし，
［言われるがまま仕事をこなす］ことで，これまで気
がつかなかった学校の体制やコーディネーターの仕事
が見えてくるようになり，［視野の広がり］を感じる
ようになっていく。学校長からの任命や，任される仕
事をこなしていくことは，教師として【避けることが
できない】状況である。
　コーディネーターの仕事をこなしていると，［わか
らない］ことも多く，対処しきれない事例も増えてく
ることで自分自身の［実力を知る］ことになる。その
後コーディネーターとして役割をしっかりと果たした

いという想いは［見返したい］という気持ちに変わり，
コーディネーターとして［学ぶ］動機付けになってい
く。しかし，［学ぶ］にもその仕事量の多さから研修
への参加が制限され，思うよう行動できないことから，
［不満を抱く］ようになる。しかし，［同僚からのバッ
クアップ］，［管理職からのバックアップ］によって再
度【動き出す】ようになる。また，自分と［同じ状況
の人に出会う］ことによって［視野の広がり］を経験
する。
　［学ぶ］ことによって，【意欲的な実践】を行うよう
になるが，【悲観する】ことも増える。【意欲的な実
践】とは，学びを実践に結びつけ，子ども達の成長か
ら［成果を感じる］ことによってコーディネーターと
しての仕事を意欲的にこなしていく様子である。［研
修の開催］によって，同僚の信頼を構築し，［同僚か
らのバックアップ］を受けやすくなる。一方で，シス
テム整備が行われていないことなど，［学んだことと
現実のギャップ］を感じるようになり，具体的な支援
が思うように進まないことに対して［焦燥感］を感じ
るようになる。しかし，精神的にも【後押し】される
ことによって，再度［困難事例の対処］を行っていく
ようになる。

図4　Dコーディネーター結果図
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３．２ 校内支援体制を確立するために行った活動や
経験の共通性

　これまで，4名のコーディネーターについて特別支
援教育コーディネーターが校内支援体制を構築する過
程でどのような実務を経験してきたかについて個別に
検討を行ってきた。4名のコーディネーターのコー
ディネーターとして指名されてから校内支援体制を構
築しようとしている様態はそれぞれのストーリーライ
ンで示した通りである。ここでは，「4名の特別支援
教育コーディネーターが校内支援体制を確立するため
に行った活動や経験の共通性は何か」という視点でA

～Dコーディネーターの校内支援体制構築の過程で生
成されたカテゴリーの共通性に注目し，校内支援体制
を構築するプロセスはどのようなものであるのかとい
うことについて検討した。
　上記の視点において検討を行った結果，A～Dコー
ディネーターの校内支援体制構築プロセスには表 2に
示したように，おおよそ 3つの段階があると言える。
　4名のコーディネーターの結果図を見ると，まず，
混乱や困惑を経験し模索しながら活動し始め，経験を
積むと意欲的に活動を行っていることがわかる。そこ
で，混乱や困惑の気持ちを抱く時期を「困惑期」，意
欲的に活動を行い始める時期を「意欲的実践期」とし，
そして困惑期から抜け出し，「意欲的実践期」に向か
うまでの時期を「活動期」としてそれぞれの該当され
るカテゴリーを一覧にすると上記表 2のようになった。
　そこで，表 2の結果をふまえ，A～Dコーディネー
ターのストーリーラインからどの専門性がどの段階で
必要とされたり発揮されたりしていたのかについて抽
出し，校内支援体制構築プロセスについて検討を行っ
た。

３．３　カテゴリー別に抽出された専門性
　以下の表 3～表 6は，A～Dコーディネーターが校
内支援体制を構築する上で家塚・加瀬（2019）で明ら
かとされた特別支援教育コーディネーターの専門性や

資質能力がどの場面で発揮されたり必要とされたりし
たのかについて明らかにしたものである。まず，具体
例をストーリーラインから抽出し，その具体例に該当
する専門性や資質能力が何かについて解釈しまとめた。
その上で表 7ではA～Dコーディネーターの校内支援
体制構築プロセスにおいて，A～Dコーディネーター
がどの専門性を発揮したり必要としたりしたのかにつ
いて一覧にした。以下，それぞれの段階について考察
していく。

３．３．１　困惑期
　A，B，Dコーディネーターは，自身の転勤や管理
職の転勤，または自身がコーディネーターに指名され
るなど，環境の変化が起こることによって混乱や困惑
を経験している。しかし，「教師一般に必要とされる
人間愛や教育愛がある」ことや，「仕事に対する責任
感がある」という資質能力を持っていたことによって，
自身の状況を受け入れ，困惑しながらもコーディネー
ターとしての役割を果たそうとしていたと解釈できる。
　この困惑期では「特別支援教育に関する基礎的知識
（制度的・社会的背景・動向等）」がB，Dコーディ
ネーターにおいては必要とされているが，Aコーディ
ネーターには基礎的知識に関する具体例は示されてお
らず，専門性としても抽出されなかった。これは，A

コーディネーターとB，Dコーディネーターの特別支
援教育に関する知識量の違いに関係していたのではな
いかと考えることができる。コーディネーターに指名
されるまでに様々な経験を積み，校内支援体制を整え
ていたAコーディネーターは制度としてコーディネー
ターが導入され，校内支援体制を整えるように指示が
あった際にも，「市教委から話を聞いたんですが，な
んのことかわからないという人がほとんどで，私は密
かに『あー，もうやり始めていることなんだ』と理解
しました。」と語っている。Aコーディネーターが得
てきた知識や経験は，新しい出来事を経験する際の不
安や困惑の軽減になっていたと捉えることができる。

表2　校内支援体制構築プロセス

人物 困惑期 活動期 意欲的実践期 振り返り 影響

A 【 避けることができない】 【子どもを見つめる】【 教師の使命を感じる】 【意欲的な実践】 【打開策への気づき】【校内での壁】

B 【 避けることができない】 【打開策を求めて】 【動く】 【意欲的な実践】 【検討】 【後押し】

C 【動く】 【繋がる】 【自分なりの検討】 【校内の人々】 【時代の流れ】

D 【 避けることができない】 【動き出す】 【意欲的な実践】 【悲観する】 【後押し】
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表３　 Aコーディネーターにおけるカテゴリーごとに必要とされた専門性

【避けることができない】 専門性・資質能力
3年目からは校務分掌が体育主任と防災主任に加え，視聴覚まで担当しました。
年配の先生は『できない』という人が多かったから，するしかなかったんですよ。

・ 仕事をやり遂げる責任感がある

【子どもを見つめる】 専門性・資質能力
クラスには今でいうADHDかなと思うような児童が 4人～ 5人いました。また，
虐待されている児童もいました。周囲の先生からは大変だと言われていたけれ
ど，僕自身は大変だと思ったことはなかったかな。

・ 子どもの心理を理解している
・ 障害のある子を理解している
・ 障害に対応した具体的支援・指導方法を知っている
・ 障害に対応した支援・指導を行うことができる

まぁ誰もどうしていいかわからないよっていうような中で，ただ自閉症と言わ
れている子どもの行動が不全というか，まとまらないということの他に生活能
力も極めて低くて…もう『どうしていいかわからない』っていう状況が 3 ヶ月
間続いたんですよ。で，これは勉強し直さないといけないなって。だから大学
院に行って勉強し直そうと思いました。

・ 考え方がポジティブで自分に何ができるのかを常に
考えることができる

・ 学ぶ姿勢がある

内留中の授業で，そういう走り回る子を見事にのせて勉強させる先生がいらっ
しゃって。先生が勉強されてきたTEACCHっていうのを初めてそこで見せても
らって，それを勉強して彼らにやってみようって思ったんですよ。

・ 学んだ知識を活かして実践しようとする

お母さんは『校長と話したい』って言うんだけど，私が全て引き受けたの。『私
が校長代理です。』って。『そうですか，辛かったですね。』とか言いながら。本
当に疲れるよ。

・ 聞き上手である
・ 相手の理解力を考慮することができる
・ 保護者の精神状態を考慮することができる

小学校は絆切っちゃいけないっていうから毎日行ったんだけど。お母さんが精
神の手帳持ってないからどうにもできないって。『これ虐待だよね？』って言っ
ても児相は動けないとか。

・ 関わりの頻度の深さについて配慮することができる
・ どの関係機関と連携する必要があるか気づくことが
できる

地域の人に子どもたちの家の様子を聞いたら，みんな遊んじゃってるって言っ
てた。暴走族のお兄ちゃんとかいっぱいいたの。お弁当を作って持っていった
のは数えられないくらいあったかな。

・ 子どもの生育歴や子どもを取り巻く状況を知ること
ができる

・ 具体的な支援体制を協議することができる
【校内での壁】 専門性・資質能力

支援会議では，ぽろっと報告だけするんだよ。『今S先生に見てもらってまー
す。』って。それだけ。イライライライラするよ。イライラするから（もっと子
どものことを話そうって）言ったよ。でも言っても通じないもん。通じなかっ
たね。

・ 自らを抑制することができる

管理職はね，障害児学級とか障害児教育とかを下に見るような風潮で。この学
校偉いんですよ。古い学校で。校長会会長みたいな人がなるんですよ。すると，
障害児学級を下に見ているというか。

・ 交渉力・人間関係調整力

【教師の使命を感じる】 専門性・資質能力
面白い授業は大切だし，授業で子どもが変わると思った。その頃くらいから大変
な子どもに寄り添うことが大切だと思った。障害児学級のことが気になったんです。

・ 子どもの心理を理解している
・ 障害のある子を理解している

やっぱり見えない，聞こえないと言われる人が，レバー付きのカセットテープ
のレコーダーをバンってやって北島三郎聞いて表情が緩むとか，手を目的的に
使っているというのは感動的だった。通常級もすごく楽しかったけど，あぁこ
ういう仕事がしたいと強く感じた。

・ 教師やコーディネーターとしての理想や目標を持つ
ことができる

土日も仕事をしていました。土曜日の午前中は授業をして，昼からは授業書を
作るという日々を過ごしていました。日曜日は地域の行事が盛んだったので，
地域の運動会にはよく駆り出されていました。体育主任の仕事だと言われてい
たので。でも，ここで地域の人と仲良くなることができたんです。

・ 情報収集・情報共有ができる
・ 自ら動いて情報を収集することができる
・ 子どもの生育歴や子どもを取り巻く状況を知ること
ができる

・ コミュニケーションを取るきっかけを作ったり，場
に参加したりする

【意欲的な実践】 専門性・資質能力
交流もないから，うちのクラスには交流に入れたの。わざわざ。歩けて座って
いられる子だったら交流をさせてみようという感じ。初年度からそれをやって
いたんだよ。関係ができたクラスにお試しで入れて。

・ クラスの枠に関係なく，自由に活動し，支援や相談
に対応できる機動力がある

まずはね，感覚統合が大事だと思っていたから，感覚統合と言葉の時間ってい
うのを作ろうよって言った

・ 具体的な支援について提案することができる

『一人一人個別の教育計画を作りませんか？』って頑張った。反対もなければ賛
成もなくってさ。

・ 個別の指導計画/個別の教育支援計画を実際に作成
することができる

・ 個別の指導計画/個別の教育支援計画の作成を支援
することができる

通常級でそのまま保証してくださいって困った時には勉強相談室に行くんだ
よって。軽度の子たちを見てたの。登録は公簿上は支援学級なんだけど，公に
せずに困った時だけ勉強相談室に来るって形にしたの。それで，10人を一緒に
みたり。

・ 柔軟性のある意思表示ができる

どうして良いかわからず，スーパーバイザーのM先生にたくさん教えていただ
いたんです。

・ 学んだ知識を活かして実践しようとする
・ 素直にアドバイスを聞き入れる柔軟性がある
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表4　Bコーディネーターにおけるカテゴリーごとに必要とされた専門性

【避けることができない】 専門性・資質能力
「今の校長先生に声をかけられましたね。結局引き受けたのは，いやぁー，『や
れ』って言われたからですね。それしかないですよね。」

・ 仕事をやり遂げる責任感がある

「色んなクレームとかですよね。一番ひどかったのは，いじめられてて学校に行
けないって言うんですけど，その保護者の言っていることがまぁなんていうん
ですかね，保護者の言ってることもおかしいみたいな。病的だったようにも思
います。そういう人に 1年目の11月くらいから 5時間くらい電話したりですと
か。まぁ，毎日ではないですけど，週に 2回は 5時間とか，夜中の12時くらい
まで付き合ってたりとか。」

・ 教育相談を行うことができる
・ 両親援助を行うことができる
・ 聞き上手である

「どうすればいいんだろうってなった時にもちろんSSWさんも子ども家庭セン
ターとかも紹介してるんですけど…」

・ 関係機関の役割について十分知っている
・ どの関係機関と連携する必要があるか気づことがで
きる

参観日の日なんかは巡回して，ちょっと終わったら話しませんかとか言いなが
ら。（自分から声をかけたり）偶然を装ったりとか。最近どうですかって声をか
けて，こっちから，アウトリーチじゃないですけど。やっぱりそういうのは意
識してますね。電話も結構かけるようにしていますね。

・ 調整するタイミングを配慮することができる
・ 関わりの頻度の深さについて配慮することができる
・ コミュニケーション力がある

「休日しか会えない面談できない保護者の方とかたまにあるんですよね。そうい
う時はしょうがないから，土日でも良いですよって言って会ってお話しちゃう
こともありますね。」

・ 柔軟性ある意思表示をすることができる

【打開策を求めて】 専門性・資質能力
『本当に何をしたらいいですかね？』って校長先生とそんな話をしてたのがあっ
て…

・ コミュニケーション力がある
・ 管理職の理解協力を得る事ができる

まぁ，管理職と話しますね。基本は。管理職と相談してどうしていきましょう
かって。

・ 管理職と具体的な支援について話し合う事ができる

先輩が近隣校にいるので，その児童支援コーディネーターが集まる会っていう
のがあるんですけど，その会議に行って，『どんなことやってるんですか？』っ
て聞いて情報もらって帰ってくるってことをしていました。

・ 自ら動いて情報収集を行う事ができる
・ コミュニケーション力がある

「他の学校のコーディネーターの先生とまぁ飲んだりなんかしながら，どうしよ
うかなって話になった時にやっぱり最後クラスで活躍できる子にしていきた
いっていうのがあって，どうしていこうかなぁってなって。」

・ コミュニケーションを取るきっかけを作ったり，場
に参加したりする

「特別な研修もなくコーディネーターやらされて」って言ってて。大変だってい
う話をたくさん聞いた。

・ 校内研修を情報交換の場として活用することができる
・ 聞き上手である

生活指導と特別支援が重なり合っているような分掌じゃなきゃ役に立たない
よっていうのを本に書いたんですよ。

・ 情報収集・情報共有ができる

放火する子を診てくれる人がいなくてS先生に連絡して，そしたら有名な児童
精神科医を紹介してもらって。土曜日だったら教育相談って形で見てあげるか
らおいでって言われて。両親と私とでT大学附属病院まで行ったの。

・ 担任援助や支援を行うことができる
・ 教育相談を行うことができる
・ 両親援助を行うことができる
・ 関係機関の役割について十分に知っている
・ どの関係機関と連携する必要があるか気づくことが
できる

・ 関係機関・特別支援学校・各種団体組織と連携協
力することができる

【打開策の気づき】 専門性・資質能力
校長先生に確かね，S先生と談判したんだと思う。『このままじゃ学校潰れるの
でなんとかしませんか？』って。そしたら，『そう思ってる』って。

・ 交渉力・人間関係調整力がある

「国語はこの系統立ててやります。算数はこうします，図工はこうします。」っ
て指導計画を全部細かく作ってたから『うちはこうします！』って言った

・ 特別支援教育に対応した支援・指導を行うことがで
きる

校長先生はこの学校はとにかく閉鎖的だと…学力がつかなきゃこの子たちの将
来は危ういって言ったの。俺はね。

・ 管理職と具体的な支援について話し合うことができる
・ 管理職の理解協力を得ることができる

発達検査やったよ ・ 発達・知能検査を行うことができる
職員室でワイワイガヤガヤしてましたね『校外学習行くんだけど，あの子，援
助つけれないかな？』とか，具体的な策を毎日のように明日こんな授業がある
んだとか，安全確保とか，どうしたらあの子わかるかな？とか。

・ コミュニケーションを取るきっかけを作ったり場に
参加したりする

・ 情報収集や情報共有
・ 担任援助や支援を行うことができる

民生委員や，市議会議院，地域の人と飲んだり話したりしていると，その話の
中で虐待事例が発覚したこともあったんです。

・ コミュニケーションを取るきっかけを作ったり場に
参加したりする

学力検査をやるってのを，大学の先生のご提案で地域の有力者会議を作ったん
ですよ。そしたら，「なんのためにやるんだ？」ってなって。学校の状態を説明
したんです。

・ 交渉力，人間関係調整力がある
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【動く】 専門性・資質能力
「（積極的にこれまで取り組んできたのは）暇なんですよ。職員室に居たくないし。
暇なんですよ本当に。いや，職員室に居づらいじゃないですか。ただ本当にそ
うですよ。一人でなんかね。担任の先生は大変そうにして去って行くみたいな。
俺は何をやってんだってちょっと耐えられなかったってのもあったのかもしれ
ないですね。それで，積極的に教室に行こうとしたのかもしれないです。」

・ 仕事をやり遂げる責任感がある

「とりあえず教室に入って一緒に先生と働こうって。その先生と。困ってる先生
がいたらとりあえずそこに入って一緒にやろうって。」

・ クラスの枠に関係なく自由に活動し，支援や相談に
対応できる機動力がある

・ 考え方がポジティブで，自分に何ができるのかを常
に考えることができる

「T2 って言ったら聞こえはいいですけど，雑務やったりとか。その子の指導を
一緒にしたりとか。こう関わりながら子どもの様子を見ようって。そうじゃな
いと，先生たちの受けが悪いんですよね。ただ見に来たみたいな感じで。やっ
ぱりそうなんですよね。先輩の先生とか怖いじゃないですか。行って，この子
かみたいな感じでメモだけとってて，何しに来たんだって言われるのもいやだ
し。まぁ，そんな先生いないんですけどね！なんとなくね。とにかく「なんで
もやりますから！」みたいなね。「なんでもしますから！連絡帳私が書いておき
ますから！」って。やってましたね。そっちの方が子どものことを知れたかな」

・ 発信側の意図を尊重する事ができる
・ 交渉力，人間関係調整力がある
・ 障害に対応した支援・指導を行う事ができる
・ 情報収集・情報共有ができる

「うーん，まぁ，何していいかわからないって言いながら，まぁでも自分一人で
考えてたような気がします。今思うと。」

・ 思考することができる

「M先生がいてくれるので，隣の席に。どうしようかって二人で悩んで，素人 2
人が悩んでるみたいなとこあるんですけど。でもMさん詳しい所あるんで。ど
うしてこうかって話して。とりあえず 2人で面談してみようって親呼んでした
りとか。そんな感じですかね？」

・ 同僚に相談する事ができる

「若い先生なんかが多いからその先生に対しては結構普通の学級内の授業につい
てもちょっとこんな風にやってみてよとアドバイスしたりとか。」

・ 担任援助や支援を行うことができる
・ コミュニケーション力がある
・ 同僚からの信頼がある
・ 交渉力，人間関係調整力がある
・ クラスの枠に関係なく自由に活動し，支援や相談に
対応できる機動力がある

【検討】 専門性・資質能力
「でもまず，この学校で困ってる子を見つけるとこからいこうって。ずっとやっ
てたんですけど。何にもならなかったんじゃないかって。今思うと。」

・ 自分の活動を振り返る事ができる

「これがいいやり方なのかどうかってのはわからないんですけど。色々やってみ
ようかなって。取り入れたいことも色々あって。」

・ これまでの体制を振り返り再構築する事ができる
・ 教師やコーディネーターとしての理想や目標を持つ
事ができる

「クラスでは何人かつまんないっていう子がいても授業って進められるんですよ
ね。（取り出し指導では）1対 1とか 2対 1とかでやっているんで，そこが
ちょっと難しいなって思いますけど。まぁその子に合わせてうまくのせながら
やっていくって感じですかね。まだまだ他の学校がどうしているのかはわから
ないですけど。勉強してやっていこうかなって。」

・ 学ぶ姿勢がある

【意欲的な実践】 専門性・資質能力
「若い先生なんか，失礼な言い方かもしれないですけど，この子すごく困ってる
のに，全然行き届いてないじゃんってこともあるし，一生懸命先生がやってる
んだけど，全然いい方向に向かないで，他の子がおろそかになってることも見
てきてるし，その中でもやっとくよって感じですよね。」

・ 担任援助や支援を行う事ができる
・ クラスの枠に関係なく自由に活動し，支援や相談に
対応できる機動力がある

・ 同僚からの信頼がある
「（若い先生が）落ち込んでたりしてたら誘って飲みに行きますよ。でも，そこ
では仕事の話はしないって感じですかね？わざとしないですね。仕事の話はや
めようって。」

・ コミュニケーションを取るきっかけを作ったり場に
参加したりする

「こーゆうこと頑張ったよってその子のファイルをやりとりしているんです。（取
り出しをして予習なんかをした日には）必ず当ててよとかメモなんかしていま
す。」

・ 障害に対応した具体的支援・指導方法を知っている
・ 障害に対応した支援・指導を行うことができる

「取り出し支援の基準としては，教室内でわからなくって本当に困っている子。
（勉強がわからなくって）本当に遅刻気味になっちゃうような子っているんです
よね。」

・ 教師一般に必要とされる人間愛や教育愛がある

学力検査をやるってのを，大学の先生のご提案で地域の有力者会議を作ったん
ですよ。そしたら，「なんのためにやるんだ？」ってなって。学校の状態を説明
したんです。

・ 交渉力，人間関係調整力がある

【後押し】 専門性・資質能力
「こっちからけしかけるわけじゃないですけど，校長先生，教頭先生 来てくださ
いってやって，ここが今問題で，ここが困ってるんですけどって言えばちゃん
とやってくれますよ。でも忙しいんですよね。校長先生も教頭先生も。だから
こっちのタイミングも難しいんですけどね。」

・ 柔軟性，学ぶ姿勢，仕事をやり遂げる責任感
・ コミュニケーション能力
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表5　Cコーディネーターにおけるカテゴリーごとに必要とされた専門性

【動く】 専門性・資質能力
「お願いしますって言うとみなさん貴重な時間に取りだしをやってくれたんです
ね。しかし，計画を立てるのが，週末にダーっと立てなきゃいけないので，そ
れは結構負担だったですね。」

・ 仕事をやり遂げる責任感がある
・ 交渉力，人間関係調整力がある

「私もそれで困ってる先生に相談を受けて，話は聞かされて，一緒に話をしてっ
ていうのはちょくちょくあって，それがあくまでも特別支援の発想の視点から
こういう風にしたらいいですよってことにもならず，そうだね，大変だね，相
当苦労してるねとかそういうことを相当やったんですね。」

・ 特別支援教育全般に関する基礎的な知識がある
・ 障害に対応した具体的支援・指導方法を知っている
・ 障害に対応した支援・指導を行うことができる
・ 担任援助や支援を行うことができる
・ クラスの枠に関係なく，自由に活動し支援や相談に
対応できる機動力がある

・ コミュニケーションを取るきっかけを作ったり場に
参加したりする

・ 同僚からの信頼がある
「保護者の方に会うたびに最近の様子をお伝えするようにしたら，『あーそうで
すか』って言ってくれて…」

・ 関わりの頻度や深さについて配慮することができる
・ コミュニケーション力がある

【繋がる】 専門性・資質能力
「コーディネーターの制度が始まってすぐに，外部の専門家が来てアドバイスを
くれるっていう制度があって，巡回指導みたいな，それもほとんど同時にスター
トしたんだと思うんだよ。よくその先生と話をした記憶があるかな。学校に来
ていた外部の専門家は民間団体だけど市と提携していたと思います。今でもそ
の先生たちは色々アドバイスしてくれてますね。」

・ 関係機関・特別支援学校・各種団体組織と連携協
力することができる

・ 素直にアドバイスを聞き入れる柔軟性がある

「ケースを設定したら，IEPを作るんですよ。（専門家の方に）IEPを作ってくだ
さいと言われて。IEP作るのは私と担任の先生と相談して作るんですけど。IEP
を持って外部の方がお見えになった時に，お子さんの様子を見ていただいて，
その後担任の先生の話をしてアドバイスをくださるんですけど」

・ 個別の指導計画/個別の教育支援計画を実際に作成
することができる

・ 個別の指導計画/個別の教育支援計画の作成の支援
を行うことができる

（IEPを作ることは）もちろん僕も一緒にやるんだけど，（職員から）「なんでそ
んなにやらなきゃいけないの？」みたいなね，そう言うことをご当人の先生じゃ
なくて，ほかの先生から言われたこともあるし，「すいませんね」みたいな。そ
れはちょっと大変だったかな。これが 2年続いたかな。研究が続いている間は
それを取り持たざるを得なかった。仕方なく。

・ 交渉力，人間関係調整力
・ 発信側の意図を尊重することができる
・ 自らを抑制することができる

（専門家に）どこまで言ってもらうかということは私も悩んでいるんです。ズ
バッと言ってもらうのはそれは基本的にはしない。それをどのようにバランス
を保てばいいかって言うのをずっと考えてる。（外部の先生と，担任の先生との
間で）どうバランスを取るか。

・ 客観性，中立性に配慮することができる

『お子さん，相当苦手な部分が大きいから支援級の方がいいんじゃなです
か？』って言うのも，簡単には言い難いので。でも，取り出ししていたら，「い
や，支援級じゃないですか？」って外部の人から（簡単に）言われて，「あーそ
うですか。」ってなって。だからもちろん保護者の方からのご希望があれば，そ
れはもちろん逆らえないですけど，なんかそう言うことを切り出すのって結構
デリケートな部分があるじゃないですか。

・ 人と人を繋いだり調整したりことができる
・ 保護者の精神状態を考慮することができる

【自分なりの検討】 専門性・資質能力
（研究の中で専門家と連携をした結果よかったと思うことは）そう言う考え方と
か理念とか視点とか，今日日の現場では必要なんだなってことはある程度みん
なにわかってもらえることはできたかな。その点では少なからずよかったとは
思っていますけど。具体的に実態として子どもにどこまで還元されたかなって
話になると，そこは結構難しいと思いましたね。

・ 教師一般に必要とされる人間愛や教育愛がある
・ 思考することができる

「私の場合には，相談できる人はほとんどいなかったので，自分でなんとか消化
するってそれしかなかったんですよね。結局はね。本は読んでましたね。WISC
の専門書とかね。」

・ 学ぶ姿勢がある
・ 学んだ知識を活かして実践しようとする
・ 自ら動いて情報を収集することができる

【検討】 専門性・資質能力
「でもまず，この学校で困ってる子を見つけるとこからいこうって。ずっとやっ
てたんですけど。何にもならなかったんじゃないかって。今思うと。」

・ 自分の活動を振り返る事ができる

「これがいいやり方なのかどうかってのはわからないんですけど。色々やってみ
ようかなって。取り入れたいことも色々あって。」

・ これまでの体制を振り返り再構築する事ができる
・ 教師やコーディネーターとしての理想や目標を持つ
事ができる

「クラスでは何人かつまんないっていう子がいても授業って進められるんですよ
ね。（取り出し指導では）1対 1とか 2対 1とかでやっているんで，そこが
ちょっと難しいなって思いますけど。まぁその子に合わせてうまくのせながら
やっていくって感じですかね。まだまだ他の学校がどうしているのかはわから
ないですけど。勉強してやっていこうかなって。」

・ 学ぶ姿勢がある

【校内の人々】 専門性・資質能力
「今の校長とその前の校長は，私に任せている仕事については全面的にバック
アップされていたので，ありがたかったですね。そこが大事だと思いますね。」

・ 責任と権限がある
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「（バックアップしてくれなかった）管理職もいましたね。これまでにも色んな
ことがたくさん嫌でしたよ。長くやってるとそういうこともありますよ。最近は
色んな方がいらっしゃるし，いらっしゃいましたし。（校長と教職員との間に
入っていたこともあるが，）でもそれってどんな仕事していても同じようなもの
でしょ？」

・ 管理職の理解協力を得ることができる
・ 管理職と具体的な支援について話し合うことができ
る

これまでにも色んなことがたくさん嫌でしたよ。長くやってるとそういうことも
ありますよ。

・ 自らを抑制することができる
・ 交渉力，人間関係調整力

コーディネーターの仕事ではない別の部分で同僚もいたし，良く接してくれて
いたから。（一教員としての調和がされていたってことですかね？）そうそう。
そういう意味ではとっても恵まれてたと思うので。それで何とかなったんでしょ
ね。コーディネーターの立場として私がしているということをみんなよくわかっ
てたってことですね。

・ 同僚からの信頼がある

「担任の先生とどうしようかって雑談混じりのアドバイスめいたことをちょく
ちょくやってたみたいな。雑談は放課後とかにしていましたね。基本的には私
から話しかけに行きますね。」

・ コミュニケーションを取るきっかけを作ったり場に
参加したりする

・ コミュニケーション力がある
【時代の流れ】 専門性・資質能力

管理職は 2人か 3人変わりましたが，（校内の体制は管理職が変わっても）何も
変わらなかったですね。（管理職が変わっても校内支援体制が変化しなかったの
は）その頃は特別支援教育支援が草創期だったからじゃないかな？だから，（管
理職から）ケース会議なんかも「やって！」って言われたことはないし校内委
員会にしてもそうだし。（昔は行っていなかったが今は行っている）

・ 具体的な支援について提案することができる
・ 具体的な支援体制を協議することができる
・ 情報交換の場として活用することができる
・ 校内委員会を計画的に実施することができる
・ 校内委員会を開く意図を理解している

昔の校内体制と比べて，やっぱり校内支援できてるなって感じるのは今の方が
圧倒的にできています。端的には取り出しがたくさん出来てるってことですか
ね？

・ クラスの枠に関係なく，自由に活動し，支援や相談
に対応できる機動力がある

・ 障害に対応した支援・指導を行うことができる
・ 障害のある子どもの教育課程に関する知識がある
・ 個別の指導計画/個別の教育支援計画を実際に使用
することができる

・ 情報収集・情報共有・発信を行うことができる

表6　Dコーディネーターにおけるカテゴリーごとに必要とされた専門性

【避けることができない】 専門性・資質能力
年度の途中で前任のコーディネーターが病気療養に入ったので，コーディネー
ターのポストを誰かが代わりにしなければならなかったんです。…支援学級の
パートナーが変わることに加え，分掌が増えることに不安を覚えましたが，お
世話になった先輩の分まで頑張らなければとも思い，引き受けるしかありませ
んでした。

・ 仕事をやり遂げる責任感がある
・ 教師一般に必要とされる人間愛や教育愛がある

家庭で過ごしている児童の虐待案件や，不登校，保護者の養育の問題について
毎日コーディネーターの元に話が舞い込んできましたが全てを校内で解決しな
ければならなくなっていました。

・ 障害に対応した具体的支援・指導法を知っている
・ 障害に対応した支援・指導を行うことができる
・ 関係機関と連携を取るために「関係機関の役割」に
ついて十分知っている

・ 関係機関・特別支援学校・各種団体組織と連携協
力することができる

コーディネータの仕事を急にさせられて，これまでの自分の仕事もこなさなけ
ればいけない状況について職員室でよく笑話に変えながらよく話をしていまし
た。

・ 自らを抑制することができる
・ コミュニケーション力がある

【動き出す】 専門性・資質能力
「1度調べだすと，たくさんの疑問が湧いてきました。その疑問を解決するため
にまた調べるということをして教育委員会にも質問をたくさん行うようになり
ました。すると思った以上にどの人も何も詳しく知らないということに気がつ
きました。」

・ 学ぶ姿勢がある

保護者から相談を受け，それを解決するためにはどう考えても学校だけでは難
しいという案件の時に，誰に相談したら良いかすらわかりませんでした。色々
調べる中で，ソーシャルワーカーの存在を知りましたが，ソーシャルワーカー
は人数もいないので，実際に動いてくれることはほとんどありませんでした。

・ 関係機関の役割について十分に知っている
・ どの関係機関と連携する必要があるか気づくことが
できる

次の一手が出ないのは，自分の知識や経験不足だと思いました。何も知らない
し，コネクションも持っていないから目の前で泣いている保護者に何もしてあ
げられないんだと思いました。

・ 教師一般に必要とされる人間愛や教育愛がある

年度末に個別の指導計画や教育支援計画を教育委員会に提出するように求めら
れました。それまで，教育委員会の指導主事が「この学校は何の計画もないま
まに支援体制を組んでいる」というレッテルを貼られていたので，見返すチャ
ンスが来たんだと思い，詳細な個別指導計画と教育支援計画を作成して提出し
ようとしました。そうなると，それについて詳しく知らないといけないので，
一所懸命に調べて書き上げました。

・ 個別の指導計画/個別の教育支援計画を実際に作成
することができる
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不登校児童の対応をしていた先生から，「自閉症スペクトラム」研修がとてもよ
かったという話を聞き，自分も参加してみようと思い神奈川LD学会の研修会に
参加するようになりました。

・ 専門的力量を研修を通して身につけることができる

【自分なりの検討】 専門性・資質能力
（研究の中で専門家と連携をした結果よかったと思うことは）そう言う考え方と
か理念とか視点とか，今日日の現場では必要なんだなってことはある程度みん
なにわかってもらえることはできたかな。その点では少なからずよかったとは
思っていますけど。具体的に実態として子どもにどこまで還元されたかなって
話になると，そこは結構難しいと思いましたね。

・ 教師一般に必要とされる人間愛や教育愛がある
・ 思考することができる

「私の場合には，相談できる人はほとんどいなかったので，自分でなんとか消化
するってそれしかなかったんですよね。結局はね。本は読んでましたね。WISC
の専門書とかね。」

・ 学ぶ姿勢がある
・ 学んだ知識を活かして実践しようとする
・ 自ら動いて情報を収集することができる

市内の研修には積極的に参加しました。特に，特別支援学校のコーディネーター
が主催しているコーディネーター研修には全て参加しました。その学校のコー
ディネーターには，学校の相談をしたり，困った時に助けてくれる人はいない
かなどよく電話をして話をしたのを覚えています。

・ 自ら動いて情報を収集することができる
・ 教育相談を行うことができる

【意欲的な実践】 専門性・資質能力
新 1年生として入ってくる保護者の対応をすることで，「1年生の不適応が減っ
たという実感もありました。」や，「支援体制を確立していくと，子どもたちの
顔色が良くなったり，他の先生たちも子どもの成長を感じられるようになる瞬
間が実感としてあった」ようです。

・ 教育相談を行うことができる
・ 両親援助を行うことができる
・ 担任援助や支援を行うことができる
・ 子どもの心理を理解している
・ 障害のある子を理解している
・ 障害に対応した具体的支援・指導方法を知っている
・ 障害に対応した支援・指導を行うことができる

この年は，支援を必要とする児童に対してどのような手順で支援が進んでいく
のかということにつて積極的に会議で他の先生たちに知らせるようにしました。
個別指導を行うにしても，その手順や，特別支援学級への措置変更がどのよう
な手順で進められていくのか，そして特別支援教育を受けている児童がどのよ
うな進路を進んでいくのかということについて私も一生懸命調べましたし，研
修も行いました。

・ 校内研修で専門的な内容を取り扱うことができる
・ 校内研修を計画的に実施することができる
・ 情報交換の場として活用することができる
・ 情報収集，情報共有ができる
・ 個別の指導計画/個別の教育支援計画の作成の支援
を行うことができる

「クラスでは何人かつまんないっていう子がいても授業って進められるんですよ
ね。（取り出し指導では）1対 1とか 2対 1とかでやっているんで，そこが
ちょっと難しいなって思いますけど。まぁその子に合わせてうまくのせながら
やっていくって感じですかね。まだまだ他の学校がどうしているのかはわから
ないですけど。勉強してやっていこうかなって。」

・ 学ぶ姿勢がある

【悲観する】 専門性・資質能力
様々な相談を受けましたが，結局具体的な支援も提供できずに卒業してしまっ
た児童もいます。中学校でほとんど支援が受けられない中で，小学校がすべき
支援はどんなものだろうかということについてもよく考えました。

・ 思考する

同じことを同僚も思っていてくれたみたいです。校内で話をしてもこれ以上何
もできないというような案件が何件か入ってきたからだと思います。連携する
ことと，福祉方面と繋がることの難しさの中でできることをやっていくしかあ
りませんでした。

・ 職員の協働性を高めることができる

【後押し】 専門性・資質能力
校長先生には行き詰まりを感じた時にはいつも話をしに行きました。特別支援
教育のことについて詳しい先生ではなかったですが，とても親身に聞いてくだ
さった気がしています。

・ 具体的な支援について提案することができる
・ 具体的な支管理職と具体的な支援について話し合う
ことができる

私自身もコーディネーターをしている学校には長年務めていたので，管理職も
周囲の先生も『先生は学校のことも子どものこともよく知ってくれているから』
というような雰囲気を持ってくれているようには感じていました。

・ 同僚からの信頼がある

困難事例が舞い込んできた時に支えになったのは，先輩の先生や周囲の助けて
くれようとしてくれる同僚でした。校長先生は基本的にはずっと味方でいてく
れましたし，事務職員のMさんもよく私の話を聞いてくれました…辛い時に話
を聞いてくれる人や，『なんとかなるよ』と言って協力してくれる先輩がいたこ
とは何よりの救いでした。

・ 同僚に相談をすることができる
・ 素直にアドバイスを聞き入れる柔軟性がある

飲み会にはよく参加しました。若い頃は，学校の飲み会に参加することも面倒
だったのですが，職場のみんなと砕けた場面で話をすることで，その人の性格
や考え方を改めて見直すこともできたし，話がしやすくなったかなと思います。

・ コミュニケーションを取るきっかけを作ったり場に
参加したりする
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これは，Cコーディネーターにも該当する。
　前章でも述べたが，表 7を見ると，Cコーディネー
ターは困惑期に該当するカテゴリーが存在しない。C

コーディネーターは指名された際の気持ちを「（同僚
が，コーディネーターの仕事は）こういうもんだよっ
て話を教えてくれて後は外部機関の先生が色々来るか
ら教えてくれるし，同時に研修に行かないと行けな
かったし，研修に行くとこんなことをやるんだなって
わかったので，あまり困惑とかはなかったですね。」
と語っている。Cコーディネーターは特別支援学級の
担任経験もあり，不足している知識は周囲の専門家や
研修によって補うことができていたことが推測できる。
そのため，困惑期を経験することなくコーディネーター
の活動をすぐに行うことができていたと解釈できる。
　一方で，Bコーディネーターの「4月からコーディ
ネーターと言われて生活をしていきました。まず…。
『本当に何をしたらいいですかね？』って校長先生と
そんな話をしてたのがあって…」や，Dコーディネー
ターの「それまで特別支援教育に携わっていたのにか
かわらず，特別支援教育を支えている仕組みについて
は全く知らなかったことに気がつきました。」の具体
例には，特別支援教育に関する基礎的知識がほとんど
なかったことが示されており，これらが混乱や困惑の
原因となっていたのではないかと考えることができる。
　特別支援教育コーディネーターは，コーディネー
ターとして指名されたその日から校内で役割を果たす
ことが求められる。B，Dコーディネーターのように，
特別支援教育に関する知識が少ないコーディネーター
については，混乱や困惑を経験しその過程で特別支援
教育の知識やコーディネーターの役割についての情報
が必要であることに気づかされるのだろう。A，C

コーディネーターのように，コーディネーターに指名
される以前に，特別支援学級の担任経験があることや，
特別支援教育に対しての知識があること，またはコー
ディネーター経験があることによって，指名後の「混
乱」や「困惑」を回避して活動できる可能性がある。
しかし，この「混乱」や「困惑」を含む【避けること
ができない】という経験もまた，コーディネーターに
おける専門性の獲得に寄与している可能性もあるため，
学校長による指名の段階で知識や経験のあるコーディ
ネーターを指名する必要があるかについては今後も検
討が必要である。

３．３．２　活動期
　活動期では，連携・連絡調整（主に外的調整）・PDCA

（主に教育相談）・情報収集・情報共有・情報発信につ

いての専門性を発揮したり必要としたりしていること
が示された。活動期には【動く】や【動き出す】など
のカテゴリーが分類される。このカテゴリーではコー
ディネーターが学校の特別支援教育を総合的にコー
ディネートし始めている段階であるため，③小・中学
校の特別支援教育コーディネーターについて，勤務す
る学校の特別支援教育を総合的にコーディネートする
ために必要な知識や技能に該当する「連携・連絡」，
「PDCA」，「情報収集・情報共有・情報発信」という専
門性がここで発揮されたり必要とされたりしていると
いうことは言うまでもない。そして，この「活動期」
までにどのコーディネーターも「特別支援教育全般に
関する基礎的知識」や「障害種ごとの専門性として，担
当する障害のある子どもの整理・病理に関する一般的
な知識・理解や教育課程，指導法に関する知識・理解
及び実践的指導力」を必要としていることがわかる。
Dコーディネーターの「保護者から相談を受け，それ
を解決するためにはどう考えても学校だけでは難しい
という案件の時に，誰に相談したらよいのかすらわか
りませんでした。」の具体例はその典型であり，困難事
例を対処するためにはある程度の知識が必要であった
ことが示されている。
　そして，どのコーディネーターもその知識を習得す
るために「情報収集」の専門性を発揮したり必要とし
たりしている。Bコーディネーターの「先輩が近隣校
にいるので，その児童支援コーディネーターが集まる
会っていうのがあるんですけど，その会議に行って，
『どんなことやってるんですか？』って聞いて情報も
らって帰ってくるってことをしていました。」の具体
例からも，動くための知識を自ら集めなければならな
かったことが示されており，「情報収集・情報共有が
できる」，「自ら動いて情報を収集することができる」
という専門性が重要となっている。
　また，連携・連絡調整では「外的調整」が主に発揮
されたり必要とされたりしていると考える。外的調整
とは，管理職の理解協力を得たり，関係機関と連携す
るために連絡をとったりすることを指す。A，B，C

コーディネーターは関係機関と連携したり，校内で個
別指導を行ったりする際に，支援の必要なクラスに入
り状況を把握した後に管理職や同僚へ相談している。
そして，具体的に関わりを持つ中で「内的調整」を必
要としているのである。また，「外的調整」の中でも
A，B，Dコーディネーター全員に該当した専門性と
して，「コミュニケーションを取るきっかけを作った
り場に参加したりする」が挙げられる。この専門性を
発揮することによって，同僚関係が構築され校内支援
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体制の構築が促進されていくため，この段階において
コーディネーターが積極的にコミュニケーションを取
るきっかけを作ったり場に参加したりすることは重要
であると言える。
　また，B，C，Dコーディネーターはこの段階で「教
育相談」についての専門性を発揮したり必要としたり
しているが，これはコーディネーターになるとすぐに
保護者の対応をする必要があったことが挙げられる。
保護者対応の技能や，特別支援教育の知識がこの段階
で習得できていなかったとしても，コーディネーター
は保護者の対応を行うことが求められる。その場合に，
「聞き上手である」，「コミュニケーション力がある」
という資質能力を持ち合わせていると，教育相談に対
応することができるのだろうと考える。

３．３．３　意欲的実践期
　この段階では，それぞれのコーディネーターが自ら
率先して提案したり，管理職や同僚からの協力を得た
りして実践を行っている。具体例としては，研修の開
催や担任支援，個別指導が挙げられ，「活動期」で得
た知識や経験をアウトプットする段階であることがわ
かる。「意欲的に実践する」ということは，外的調整
における専門性を発揮しているということであるが，
同時に「内的調整」における専門性が非常に重要であ
ることが 4人のデータからも明らかとなっている。A

コーディネーターは「通常級でそのまま保証してくだ
さいって困った時には勉強相談室に行くんだよって。
軽度の子たちを見てたの。登録は公簿上は支援学級な
んだけど，公にせずに困った時だけ勉強相談室に来
るって形にしたの。それで，10人を一緒にみたり。」
と述べており，個別の指導を行う際に保護者との「内
的調整」を行っていたことを語っている。また，C

コーディネーターは外部専門機関と連携を行った際の
教員とのやりとりについて，「（IEPを作ることは）も
ちろん僕も一緒にやるんだけど，（職員から）『なんで
そんなにやらなきゃいけないの？』みたいなね，そう
言うことをご当人の先生じゃなくて，ほかの先生から
言われたこともあるし，『すいませんね』みたいな。
それはちょっと大変だったかな。」と語っており，教
員との間で「内的調整」を行っていたことがわかる。
　実践を行っていくためには，周囲の人との関わりが
発生し，その関わりの中で「調整する」という専門性
が必要となってくる。コーディネーターは「外的調
整」と「内的調整」に関する専門性を発揮することで
校内支援体制を構築するための意欲的な実践を行うこ
とができるのである。また，研修の開催や担任支援，

個別指導などの実践を行っていくためには，個別の指
導計画や個別の教育支援計画の作成が必要となり，校
内委員会を開催することよって作成のための情報収集
や情報共有を行う必要がある。そのため，この段階に
おいては必然的にこれらの専門性の獲得が重要である
と言える。

３．３．４　振り返り
　「振り返り」にあたるカテゴリーが抽出されていた
のはB，C，Dコーディネーターである。コーディネー
ターが校内支援体制を構築する過程の中で，どの段階
でこの振り返りに該当するカテゴリーを経験している
かについてはそれぞれのコーディネーターによるが，
共通して内的調整である「思考することができる」と
いう専門性を抽出することができた。Dコーディネー
ターの「様々な相談を受けましたが，結局具体的な支
援も提供できずに卒業してしまった児童もいます。中
学校でほとんど支援が受けられない中で，小学校がす
べき支援はどんなものだろうかということについても
よく考えました。」が典型的な具体例であるがこの具
体例のようにB，Cコーディネーターも自身の活動を
振り返り思考することによって新しい実践につなげよ
うとしている。その際にBコーディネーターのように
同僚や管理職に相談し新しい考えをめぐらせたり，C

コーディネーターのように本などから活動の模索を
行ったりする場合もある。自身の活動を振り返り，思
考することは支援や活動を促進させるために重要な要
因となり，「思考することができる」という専門性を
持つということはコーディネーター活動を促進し，校
内支援体制を構築するために重要な専門性であると言
える。

３．３．５　影響
　どのコーディネーターもこの影響に分類されたカテ
ゴリーは人との関係に関わるものであることがわかる。
そして主に「外的調整」の専門性が抽出されており，
特に「コミュニケーションをとるきっかけを作ったり
場に参加したりする」ことを全員が行っていることが
わかった。既に前章においても述べた通り，コーディ
ネーターがコミュニケーションを作る場に参加するこ
とによって，同僚，地域の人がコーディネーターと話
をしやすくなるため，結果的に彼らとの関係が構築さ
れていく。関係が構築されると，コーディネーターは
同僚に相談をしたり管理職に理解協力を得たりしなが
ら，具体的な支援を実行することができるようになっ
ていく。この，コミュニケーションをとるきっかけ作
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りや場への参加については，Aコーディネーターの
「きちんと仕事をしていたというか，こう喋りながら，
食べながら飲みながら，お茶飲みながらそういう時間
があったので，職員室でワイワイガヤガヤしてました
ね。」のように，意図せずして設定された環境に居合
わせているだけの場合もあれば，Bコーディネーター
の「（若い先生が）落ち込んでたりしてたら誘って飲
みに行きますよ。でも，そこでは仕事の話はしないっ
て感じですかね？ わざとしないですね。仕事の話は
やめようって。」の具体例のように意図的に行ってい
る場合もあるが，バックアップを受け，コーディネー
ターの行っている活動に協力してもらうためには，
「コミュニケーションをとるきっかけを作ったり場に
参加したりする」という専門性を発揮するということ
は非常に重要なことであると言える。

３．４　知識，経験の有無について
　B，DコーディネーターはA，Cコーディネーター
と比較すると，コーディネーターに指名された際に特
別支援教育についての知識や経験が少なかったことが
インタビューデータより明らかになっている。そのた
め，コーディネーターに指名されると何をして良いの
かわからず，「困惑期」を経験し，「活動期」に至るま
でにいくらか時間を要していることがわかる。一方で
第 3章でも示したが，知識や経験のあったCコーディ
ネーターは困惑期を経験せずにすぐに動き出すことが
できている。知識や経験のあるコーディネーターが困
惑期を経験しないということはAコーディネーターに
ついても言えることである。
　AコーディネーターにはB，Dコーディネーターも
経験した「困惑期」に該当するカテゴリーが存在する
が，これはAコーディネーターにのみ教師 1年目から
の経験についてのインタビュー調査を実施したため，
教師経験の浅い 1～ 6年目の頃の具体例が「困惑期」
に該当するカテゴリー【避けることができない】が抽
出されたためである。したがってAコーディネーター
の「困惑期」はコーディネーターのものとしてではな
く，教師 1～ 6年目のものとしてであることを留意し
ていただきたい。参考までにAコーディネーターのラ
イフステージにおける出来事をまとめたものが表 3で
あるが，実際のところAコーディネーターが特別支援
教育コーディネーターとして活動し始めたのは教員
23年目の頃であり，その際に行っていたことは，そ
れまでに培ってきた経験と知識をもとに校内外での連
携体制の強化である。このことからも，知識や経験は
コーディネーターとしての役割を自覚させ活動を行う

ために必要不可欠なものであると言える。
　つまり，コーディネーターに指名された段階で特別
支援教育に対しての知識や経験がなければ「活動期」
までに「困惑期」を経験するため，いくらかの時間を
必要とすると考えらえる。しかし，A，B，Dコーディ
ネーターは，「困惑期」において情報収集を行い，学
ぶことで徐々に「活動期」へと移行している。また，
その際に仕事をやり遂げる責任感を持っていることや，
教師一般に必要とされる人間愛や教育愛を持っている
こと，学ぶ姿勢があることが「活動期」へ移行するた
めの条件となっており，知識や経験の浅いコーディ
ネーターを指名する場合においては，これらの資質能
力を持ち合わせているコーディネーターを指名するこ
とによって，時間は要するがコーディネーターとして
の役割を果たそうと努力することができるようになる
と考える。

４．おわりに

　コーディネーターは指名されるとすぐに保護者の対
応や子どもの対応を行わなければならず，①特別支援
教育全般に関する基礎的知識，②障害種ごとの専門性
として，担当する障害のある子どもの心理や障害の生
理・病理に関する一般的な知識・理解や教育課程，指
導法に関する知識・理解及び実践的指導力を必要とす
る。しかし，これらが不足しているコーディネーター
は，「困惑期」を経験し，コーディネーターとして活
動するまでに，何をして良いのかわからない時間を過
ごし，コーディネーターとして動き出すために時間を
要していることが示唆された。しかし，コーディネー
ターが「教師一般に必要とされる人間愛や教育愛があ
る」ことや，「仕事に対する責任感がある」という資
質能力を持っていると，困惑しながらもコーディネー
ターとしての役割を果たそうと努力していくようにな
り，「活動期」へと移行していく。一方で，指名され
た段階で特別支援教育の知識や経験があると，「困惑
期」を経験せずに「活動期」からコーディネーターの
活動が始まる。つまり，特別支援教育の知識や経験，
子ども理解や指導力があることはコーディネーター活
動を始める上でのアドバンテージになると言え，知識
や経験のないコーディネーターについてはこの段階で
の研修の参加が「活動期」に移行するための有効な手
立てであると言える。
　「活動期」は，コーディネーターが学校の特別支援
教育を総合的にコーディネートし始める段階であり，
③小・中学校の特別支援教育コーディネーターについ
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て，勤務する学校の特別支援教育を総合的にコーディ
ネートするために必要な知識や技能に該当する「連
携・連絡」，「PDCA」，「情報収集・情報共有・情報発
信」という専門性が必要とされた。「困惑期」を経験
した知識や経験のないコーディネーターも，自ら「情
報収集」を行うことによって「活動期」では様々な事
例をコーディネートしている。またこの段階では，
「コミュニケーションを取るきっかけを作ったり場に
参加したりする」という外的調整による専門性を発揮
している。この専門性を発揮することによって，同僚
関係が構築され校内支援体制の構築が促進されていく。
コーディネーターが同僚関係を構築することは，コー
ディネーターの活動をバックアップしてもらえること
に直結するため，この段階においてコーディネーター
は積極的に同僚や管理職，地域の人々と関わり行動し
て行くことが求められる。そして，「振り返り」を行
うことや，様々な人からの「影響」によって「意欲的
実践期」へと移行していく。
　「意欲的実践期」では，「活動期」で得た知識や経験
を研修や個別指導，教師支援，保護者支援などを通し
て，アウトプットを行う段階である。それぞれのコー
ディネーターによって実践の内容は異なるが，実践を
行う際に「自らを抑制することができる」や「柔軟性
のある意思表示ができる」など，「内的調整」につい
ての専門性を発揮していることがわかった。コーディ
ネーターが何かを実践するということは，様々な人と
関わり合うということであり，コーディネーターには
その人々と良好な関係で活動を行う技能が求められる。
そのため，「内的調整」における専門性がこの段階に
おいて重要になってくる。
　また，研修の開催や担任支援，個別指導などの実践
を行っていくためには，個別の指導計画や個別の教育
支援計画の作成や校内委員会の開催が必要となってく
る。そのため，この段階においては，これらの専門性
の獲得が必要不可欠であると言える。
　このように，コーディネーターは，実務経験の中で
段階を経て専門性を発揮したり必要としたりしており，
自ら情報を得たり，活動を振り返ることによって校内
支援体制を構築し専門性を獲得している。特別支援教
育コーディネーターに必要とされる専門性については，
まず，「活動期」（コーディネーターが活動を始める）
までに①特別支援教育全般に関する基礎的知識，②障
害種ごとの専門性として，担当する障害のある子ども
の心理や障害の生理・病理に関する一般的な知識・理
解や教育課程，指導法に関する知識・理解及び実践的
指導力が必要とされ，「活動期」，「意欲的実践期」で

は③小・中学校の特別支援教育コーディネーターにつ
いて，勤務する学校の特別支援教育を総合的にコー
ディネートするために必要な知識や技能が必要とされ
る。そして，「困惑期」を見てもわかるように，これ
らの専門性を獲得するためには「学ぶ姿勢がある」や
「仕事をやり遂げる責任感がある」という「資質・能
力・権限」を土台としている。この結果は，先行研究
のレビューによって明らかとなった専門性の構造（家
塚・加瀬，2019）と概ね同様の結果が得られたと言っ
てよいだろう。
　コーディネーターは指名された段階で知識や経験の
有無に関係なく，様々な事例を抱えることになる。A

～Dコーディネーターのインタビューからも明らかで
あるが，それらを対処するコーディネーターは必要な
専門性を模索しながら自力で獲得しようと努力してい
る。校内の特別支援教育推進のためにコーディネー
ターが専門性を獲得することは急務であると言えるが，
何のサポートもなくして実務の中で模索しながら自力
で専門性を獲得しなければならないということはあま
りにも無責任である。
　考えられるサポートとしては，学校長が指名する段
階において知識や経験を有している人物を指名すると
いうことも含め，研修への参加や，知識や経験のある
周囲の人々のサポートが有効であると考える。また，
参加するコーディネーターがどの段階でどの専門性を
必要としているかということについても明らかにする
ことができるような自己評価シートの作成や，成長の
段階や知識や経験の有無別に研修を構成することも重
要であろう。
　本稿では，A～Dという 4名のコーディネーターの
実務経験から専門性を抽出し，成長の段階と合わせて
発揮されたり必要とされたりしている専門性ついて質
的に検討してきた。しかし，コーディネーターの活動
は，学校や地域によってそれぞれ異なり，必要とされ
る専門性も異なることが予想されることから，今後は
量的な調査によってコーディネーターの成長段階と専
門性の獲得がどのように関連しているのかについて明
らかにしていく必要が考えられる。
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Abstract

 The purpose of this study was to clarify the process of special needs education coordinators’ building a support system in 

school. The findings of this study were as follows:

1. There are three stage which are “Confusion stage”, “Action stage”, and “Active practice stage” and there are two area 

which are “Review” and “Effect” in the process of special needs education coordinators’ building support system in 

school.

2. The expertise required by the special needs education coordinators to build a school support system varies from stage to 

stage.

3. The expertise required by the special needs education coordinators to build a school support system varies depending on 

whether or not they have a special need education classroom teacher experience and they have special need education 

knowledge. 

Keywords: Special needs education coordinators, school support system, special needs education coordinators’ expertise
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要旨:　本研究の目的は，コーディネーターの校内支援体制構築プロセスについて明らかにした上で，そのプ
ロセスの中でどの専門性を発揮したり必要とされたりしたのかについて検討し，特別支援教育コーディネー
ターの専門性の構造を明らかにすることであった。結果は以下の通りである。
1． 特別支援教育コーディネーターの校内支援体制構築プロセスには，「困惑期」，「活動期」，「意欲的実践期」
のおおよそ 3つの段階と「振り返り」，「影響」の 2領域が存在する。

2． 特別支援教育コーディネーターが校内支援体制を構築する際に発揮したり，必要とされたりする専門性は
段階ごとに異なる。
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3． 特別支援教育コーディネーターが校内支援体制を構築する際に発揮したり，必要とされたりする専門性は
特別支援学級担任の経験の有無や知識の有無によっても異なる。

キーワード: 特別支援教育コーディネーター，校内支援体制，特別支援教育コーディネーターの専門性
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